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概要 

 本研究開発では、[1]日本語の自然言語処理技術を応用し、医療文書を正確に自動点字翻訳可能なプログラム、[2]音声

補助により触読学習可能な中途視覚障害者向けの点字自己学習用の e-ラーニング、[3]触覚心理を応用して開発した、地

理情報システムを利用する触地図自動作成システム、に取り組んだ。その成果は、点字による診療情報、点字自己学習環

境、安全かつ確実な視覚障害者の単独歩行を実現する触地図、の３サービス提供の実現である。 

 

１．まえがき 

 本研究開発は、視覚障害者向けのアクセシビリティ向上

を目指した技術開発研究が目的である。具体的には、視覚

障害者へ晴眼者と同様の情報を点字で獲得する機会の提

供、急増している中途視覚障害者への点字習得方法の提供、

視覚障害者の社会参加と社会活動を支援する触図（特に触

地図）の提供、を可能とするプログラムやシステムの開発

を目的としており、視覚障害者の生活の質（QOL）の向

上を実現するものである。 

２．研究開発内容及び成果 

 本研究の目標を達成するために、自動点訳、点字 e-ラー

ニング、触地図自動生成、３研究開発課題に取り組んだ。

研究成果は以下の通りである（図 1）。 

2.1. 医療文書用の自動点字翻訳プログラムの研究開発 

 我々が研究開発した自動点字翻訳プログラム eBrailleの

医療利用のために、辞書への医学・医療用語の追加、機械

学習用の医療文書コーパスの開発、校正支援インターフェ

ースの開発と追加、に取り組み、医療文書の点訳精度向上

を達成した。また、辞書へ歯学・歯科診療用語も追加し、

歯科領域での利用にも対応した。加えて、住所等の地名を

正しい読みを出力するプログラムを eBraille に追加して、

触地図自動作成システムに最適化された自動点字翻訳プ

ログラムも研究開発し、地名の正確な読みを実現した。 

2.2. 音声補助付き触読点字 e-ラーニングの研究開発 

 まず中途視覚障害者の協力で、弱視でも認識可能な点字

の凸点部を表す図形は「＋」であることを明らかにした。

次に、問題文の最適な読み上げ速度は毎分 400 から 500

字の話速であることを明らかにした。しかし、個人差が大

きく話速を自由に選択可能にすべきと結論した。以上の結

果を反映させ、音声補助付き触読点字 e-ラーニングを完成

させた。また、点字ディスプレイドライバの再開発により、

Windows7 および 8 から利用可能にした。この e-ラーニ

ングの視覚障害者による評価では、e-ラーニングの使用頻

度と正答率が高く相関し、学習への有用性も確認された。 

2.3. 触地図自動作成システムの研究開発 

 触地図システムの改良を目指し、視覚障害者の触知性に

優れた触知記号、視覚障害者が現在地特定に際して有用な

ランドマーク、を心理的実験と歩行実験で決定した。これ

らを触地図システムに実装した。また TMS(経経頭蓋磁気

刺激法)による評価も試行した。心理実験の結果、触地図

の周囲に方眼座標を付与すると触知記号の探索速度が向

上し、触知記号は直径3.0mm の点よりも点を直径9.0mm 

の環状に並べた場合（直径 1.7mm）に速く探索可能であ

った。また、晴眼者・視覚障害者の両方が正答率 100%で

識別可能な正方格子の組合せも判明した。歩行実験では、

視覚障害者が現在地把握のために用いる聴覚・触覚・嗅覚

情報（例：ガソリンスタンド、飲食店等）を明らかにした。

また、現在地把握を不正確にする要因（例：交差点が狭く

通行車両がない場合に駐車場入口と錯誤）も判明した。こ

の現在地把握に役立つ情報は、商用地図データの導入によ

り触地図に表示可能にした。有効な触知記号も、順次シス

テムに反映させているところである。そして「地名の正確

な点字翻訳」は、地名の点訳精度向上に特化して開発した

eBrailleを、本触地図システムに組み込んで実現した。 

図 1 研究開発目的と研究成果およびその展開 
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３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

3.1. 新規サービスの創出 

 インターネット上で自動点字翻訳と触読点字 e-ラーニ

ングの無料利用を開始し、また触地図作成・送付を日本国

内で初めて開始した。視覚障害者の社会参加促進、外出容

易化を可能とするサービスであり、現在も継続中である。

今回研究開発した自動点字翻訳プログラムの利用で、点字

版の医療文書を視覚障害者へ提供可能である。これは、

2013 年 6 月に成立した「障害を理由とする差別の解消の

推進に関する法律」の公布時に求められる、“晴眼者と同

等の情報を点字で提供”のサービスの創出を実現する。実

際、大阪大学歯学部と共同で、歯科疾患管理料の保険算定

に係る歯科疾患管理文書を点字と点図で提供可能にした。 

3.2. 新規産業の創出 

 自動点字翻訳プログラムは、サーバによる処理形式をと

っていることから他のシステムとの連携が容易で、病院情

報システム（電子カルテシステム）へ組み込みも容易であ

る。また、日本医療情報学会で開催したワークショップ（研

究成果報告会を兼ねた）には医療情報システムの大手ベン

ダー数社が参加し関心も高く、システムの共同開発に向け

て働き掛け中である。また、米国では触図の作成と送付の

ビジネスがあり、触地図の普及で日本でも視覚障害者向け

施設や法人、あるいは企業などが、触地図の作成・送付サ

ービスを有料で行う新しい産業形態が創出されることが

想定される。現に、そのようなオファーも受けている。 

3.3. 地域貢献や地域社会の活性化等への取り組み 

 今回、研究開発した音声補助付き触読点字 e-ラーニング

は、国立障害者リハビリテーションセンター自立支援局神

戸視力障害センターでの教育に利用されている。その点字

学習効果は高く、点字識字率の向上に寄与可能である。そ

の結果、点字の汎用性の向上が期待される。今回、同セン

ターと共同で研究開発に取り組んだ結果、地域での連携体

制も確立出来た。今後は関係緒団体への周知に取り組み、

視力障害センター以外での普及に努めたい。また、触地図

を使った街歩きイベントや触地図作成イベントを、地元の

視覚障害者福祉協会と共同で実施してきた。今後も同様の

企画を行い、触地図の普及に努める方針である。 

3.4. 本研究開発で得られた成果が他の研究へ及ぼす波

及効果 

 自動点字翻訳プログラムの利用で、歯科診療時に患者に

手渡す歯科疾患管理書の点字版を作成可能なシステムを、

大阪大学歯学部附属病院病院長である森崎市治郎教授と

共同で研究開発中である。また、点字へ翻訳されたデータ

を読み上げると、一般的な読み上げソフトよりも正確な読

み上げが可能になると予想され、その取り組みを開始した

ところである。触地図で用いる触知記号の探索性・識別性

の実験では触知覚の基礎的な実験データの一部を得たが、

汎用性あるデータ獲得には刺激の範囲を広げた心理学実

験が更に必要である。視覚障害者の単独歩行を支援する観

点では、GPS を用いた歩行支援との組み合わせが欠かせ

ない。我々は GPS を用いた歩行支援に関する研究を行っ

ているグループと合同で研究成果報告会を開いており（平

成 22年度）、今後も連携を進展させる方針である。 

3.5. 当該成果による社会経済への波及効果創出への取

り組み 

 点字文書提供、触読点字 e-ラーニング、触地図の普及の

ためには、これらを利用・作成する機材（点字ディスプレ

イ、点字プリンタ、立体コピー作成機）の普及が必要であ

る。現在、盲学校や視力障害センターにはこれらの機材が

行き渡っているが、障害者向けの福祉施設や公立図書館、

特定病院・特定機能病院、自治体役所等では整備が進んで

おらず、これらの機材の購入の経済効果は大きい。前述の

法律公布に向けて我々の研究成果利用へのニーズもあり、

本研究成果の周知を波及効果の後押しとしたい。 

４．むすび 
 今回、視覚障害者の社会活動参加を促す社会基盤技術を

研究開発した。これらは、「障害を理由とする差別の解消

の推進に関する法律」が公共性の高い団体に求める合理的

配慮に利用可能な技術基盤であり、大きな社会貢献である。 
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